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（単位：億円） 22/3期 23/3期 前期差 前期比

売上高 3,615 4,358 +743 120.6％

営業利益 297 403 +106 135.6％

営業利益率 8.2％ 9.3％

経常利益 318 437 +119 137.3％

親会社株主に帰属する

当期純利益
224 331 +107 147.8%

為替レート（米ドル/円） 122.41 133.54

2023年3月期 連結業績 総括
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20/3期 21/3期 22/3期 23/3期

営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益（単位：億円）

3,408 
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売上高（単位：億円）

新基準データ
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（単位：億円）

セグメント別 売上高増減 連結 営業利益増減要因

2023年3月期 連結業績のサマリー

（単位：億円）

売上高 ▶ 全セグメントで増収を確保、海外即席麺が牽引し、過去最高の売上高

営業利益 ▶ 大幅なコスト上昇を、価格改定等による増収でカバーし、過去最高の営業利益
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（単位：億円）
22/3期 23/3期 前期差 計画差

（22/10）
前期差について

連結売上高 3,615 4,358 +743 △72

水産食品事業 250 285 +35 +5
経済活動の正常化が進んだことにより、コンビニエンスス

トア、外食・業務用の需要が回復したことにより、増収

海外即席麺事業 1,142 1,784 +642 △56
高水準に推移するインフレ率に伴い、節約志向による需要

増が継続。米国は、袋麺では「Ramen」シリーズ、カッ

プ麺では「 Instant Lunch」「Yakisoba」「Bowl」シ

リーズが好調に推移し、増収。メキシコは、主力のカップ

麺、袋麺ともに好調に推移したことにより、増収
（百万ドル） 933 1,336 +403 +58

国内即席麺事業 955 976 +21 △24

6月に価格改定を実施。一時的に落ち込んだ販売も、秋冬

の需要期に入り回復。カップ麺では主力和風麺、「麺づく

り」シリーズ等のプロモーション強化により、増収。袋麺

では「マルちゃん正麺」「マルちゃんZUBAAAN！」シ

リーズの販売に注力し、増収

低温食品事業 513 528 +15 △4

4月に価格改定を実施。生麺では主力商品の「マルちゃん

焼そば３人前」「マルちゃん玉うどん３食入り」シリーズ

を中心に拡売に努めたことと、業務用冷凍食品の伸長によ

り、増収

加工食品事業 195 203 +8 +3
年間を通じて需要が高い状況が継続し、米飯では、無菌米

飯、レトルト米飯、フリーズドライスープでは、主力の

「素材のチカラ」シリーズを中心に好調に推移し、増収

冷蔵事業 221 229 +8 +1
経済活動の正常化が進み、保管品や配送品の取扱いが増加。

また、冷蔵倉庫料金の価格改定に努めたことにより、増収。

その他 339 353 +14 +3 弁当・惣菜事業が増収。

（為替影響額） （+149） （△140） 海外即席麺事業に含まれる為替影響額

2023年3月期 売上高の状況 上期・下期の内訳は参考資料 P.48に記載
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（単位：億円）
22/3期 23/3期 前期差 計画差

（22/10）
前期差について

連結営業利益 297 403 +106 △7

水産食品事業 2 0 △2 △3 売上高の増加はあったものの、原材料、エネルギーコスト

等の高騰や急激な円安の影響によるコスト高により、減益

海外即席麺事業 101 261 +160 +22 主原料価格高騰による原材料費増加や人件費増加等による

製造コストの上昇がありましたが、販売数量増加や価格改

定効果による売上高増加等により、増益（百万ドル） 82 196 +114 +30

国内即席麺事業 108 67 △41 △18 原材料費、動力費、広告宣伝費等の増加により、減益

低温食品事業 64 51 △13 △7 原材料費、動力費等の増加により、減益

加工食品事業 2 1 △1 △4 減価償却費や人件費の減少はあったものの、原材料費や動
力費の増加により、減益

冷蔵事業 23 19 △4 △2
商品取扱い増加や価格改定による増収はあったものの、エ
ネルギー価格の上昇による動力費や運送費の増加、人件費
や補修費等の増加を補いきれず、減益

その他 8 7 △1 △1 売上高増加はあったものの、動力費増加等により、減益

（調整額） △11 △3 +8 +6 全社費用の減少、海外子会社からのノウハウ料の増加等

（為替影響額） （+21） （△21） 海外即席麺事業に含まれる為替影響額

2023年3月期 営業利益の状況 上期・下期の内訳は参考資料 P.49に記載
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（注１）FCF=親会社株主に帰属する当期純利益＋減価償却費－設備投資額

（注２）EBITDA=営業利益＋減価償却費

（単位：億円） 23/3期実績 売上高比率 24/3期予想 売上高比率 前期比

売上高 4,358 100％ 4,660 100％ 106.9％

営業利益 403 9.3％ 500 10.7％ 124.0％

営業外損益 34 0.8％ 50 1.1％

経常利益 437 10.0％ 550 11.8％ 125.8％

特別損益 △2 △0.0％ 0 0.0％

税金等調整前当期純利益 435 10.0％ 550 11.8％

法人税等 △100 △2.3％ △130 △2.8％

当期純利益 335 7.7％ 420 9.0％

親会社株主に帰属する当期純利益 331 7.6％ 415 8.9％ 125.3％

1株当たり配当 100円 100円

為替レート（米ドル/円） 133.54 133.00

設備投資額（支払ベース） 143 3.3％ 200 4.3％

減価償却費 160 3.7％ 165 3.5％

FCF （注１） 348 380

E B IT DA （注２） 563 12.9％ 665 14.3％

2024年3月期 連結業績予想
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404
501 500

270

△74

△69 △27 △3
△1

売上高 ▶ 全セグメントでの増収、海外即席麺の牽引により、最高売上高を更新

営業利益 ▶ 価格改定効果により高水準のコストアップを吸収、最高営業利益を更新

2024年3月期 連結業績予想のサマリー

（単位：億円）

セグメント別 売上高増減 連結 営業利益増減要因

（単位：億円）
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コストアップへの対応

22/3期 23/3期 24/3期 25/3期(予)

■22/4   米国・メキシコ・中南米

■22/4 生麺・冷凍食品

■22/6 国内即席麺

■22/10 米国、メキシコ、中南米

■23/4 生麺・冷凍食品・チルド食品

■23/4 フリーズドライスープ・米飯

■23/6 国内即席麺

国内主要セグメントの価格改定効果が徐々に浸透し、コストアップを吸収。

海外即席麺事業の安定的な利益貢献もあり、連結全体で利益率改善。

■コストアップと営業利益率の推移

営業利益率

コストアップ
（原材料・動力費・人件費・物流費）

21/3期比／単位：億円

■21/7 メキシコ

■21/10 米国・中南米

価格改定
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（単位：億円）

売上高 営業利益

24/3

（予想）
前期差

24/3

（予想）
前期差

合計 4,660 +302 500 +97

水産食品事業 298 +13 2 +2
世界情勢の影響も考えられるが、営業体制の強化とNB新商品開

発の推進。適正価格での販売により、増益を予想

海外即席麺事業 1,995 +211 332 +71 継続する需要に対応し量販店の特売確保、また高価格帯商品であ

る「Yakisoba」「Bowl」「GOLD」のマーケティング強化を推

進し、販売数量増。原材料価格等はピークアウトも、人件費等製

造経費増加、価格改定効果と数量増により、増益を予想（百万ドル） 1,500 +164 250 +54

国内即席麺事業 1,000 +24 80 +13

23年6月から価格改定を実施。新価格の浸透とカテゴリー№１戦
略を継続。主力カップ麺では周年企画品の投入や、高価格袋麺
「マルちゃん ZUBAAAN！」の新商品投入による増収効果により
コストアップを吸収し、増益を予想

低温食品事業 547 +19 65 +14
23年4月から価格改定を実施。生麺主力商品は話題性のある企画
により需要喚起し新価格浸透、市場拡大の2食焼そば、2食ラーメ
ンの拡売など増収効果によりコストアップを吸収し、増益を予想

加工食品事業 219 +16 3 +2
23年4月から価格改定を実施。米飯、フリーズドライとも新価格
の浸透に努めることによる増収効果でコストアップを吸収し、増
益を予想。

冷蔵事業 238 +9 18 △1
保管需要の回復と営業活動強化により増収。
動力費の上昇による価格転嫁効果が徐々に貢献するが、年間通じ
ては補いきれず、減益を予想。

その他 363 +10 6 △1

（調整額） － － △6 △3

2024年3月期 セグメント別売上高・営業利益予想

上期・下期の内訳は参考資料 P.54・55に記載



2023年～2025年3月期

3ヵ年中期経営計画の進捗

03
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70周年を機に未来を見据え、持続的成長に向けた一大改革をスタート。

食を通じて社会課題解決に貢献する企業をめざし、３ヵ年計画の基本戦略を着実に推進していきます。

創業100年に向けた挑戦礎を築く３年間 変革の成果を形へ

2022 2024 2030 2050 2052

“礎を築く3年間・
飽くなき進化”

❶ 新たなる食文化・
食生活の創造

➋ 海外展開の深化

❸ 経営基盤の強化

❹ 社会課題・環境への対応

中期経営計画
23/3期 - 25/3期

バックキャスト

社会課題の多様化

地球温暖化 人口動態の変化

コロナ感染症 DXの急速な進展

食を取り巻く社会課題

●気候変動対策 ●持続可能な原材料調達 ●食品ロス

●水資源問題 ●高齢化社会 ●健康寿命の延伸

●備蓄需要 ●共働き世帯の増加 ●働き方改革

未来の社会が目指す未来像

●自然と共生する社会 ●食材ロスのない社会

●健康でいきいきと暮らせる社会

●多様性が認められる社会

創業100周年

社会的価値

経済的価値

持続的
成長

2023～2025年3月期3ヵ年中期経営計画の位置付け

2030年を見据えた
“存在意義”

「5つの笑顔」を

届けることで

社会の中で信頼され、

必要とされる

企業グループへ

お客様
に笑顔

社員
に笑顔

社会
に笑顔

次世代
に笑顔

地球
に笑顔
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23/3期 24/3期 25/3期

国内即席麺 関西工場 カップ麺（約30億円）

低温食品

加工食品 フクシマフーズ 米飯（約10億円）

冷蔵
自然冷媒切替（約12億円） 自然冷媒切替（約8億円） 自然冷媒切替（約9億円）

水産

海外即席麺 テキサス工場 （約30億円）

その他

更新関係（約100億円） 更新関係（約100億円）

ベンダー事業（約35億円）

カリフォルニア工場増設
（約200億円）

システム関係投資（約70億円）

ＦＤ設備増設（約100億円）

魚惣菜冷食設備増強（約10億円）

西日本拠点の整備（約100億円）

経営基盤の強化・主な設備投資の予定

関東地区増床（約70億円）
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持続可能な社会を目指し、地球環境に配慮した取り組みを推進します。

脱炭素
社会

循環型
社会

自然共生
社会

環境
への配慮

食の多様化
への対応

「食」を取り巻く社会課題・環境課題

主原料高騰 気温上昇 自然災害

気候変動対策 サステナブルな調達

健康意識の高まり コスト削減 安心安全

■気候変動対応 計測と把握に注力
・Scope1・2 CO2削減への対応

・Scope3 理解深堀、算出の精緻化

2023年3月末を基準にした影響度を計測・把握

→ TCFDの枠組みに基づく開示へ

■食品ロスの削減 賞味期限の延長

賞味期限を延長した商品例

■サステナブル原料への切り替え
・認証パーム油への代替

米国全工場、国内（関西工場、㈱酒悦房総工場）認証取得済

2030年度目標 ➡ 100.0%代替

・主要取扱魚種のMSC等漁業認証原料取扱い（魚卵・鮭鱒・海老）

主要な取り組み

約77 ％

約75 ％

約50 ％

2023年度目標

2022年度実績

2020年度実績

2030年度目標 70％
➡ 前倒し達成
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営業利益 売上高

2023～2025年3月期 3ヵ年中期経営計画の連結業績目標

海外即席麺事業が牽引し、当初目標を上回るペースで売上高・営業利益達成の見込み。

国内事業の３ヵ年目標の達成、海外の更なる成長により、上乗せを目指す。

（単位：億円）

365

22/3期 23/3期 24/3期（予） 25/3期（目標）

（1ドル＝122.41円） （1ドル＝133.0円）

420

（1ドル＝122.0円）（1ドル＝133.54円）

3ヵ年最終年度目標

売上高4,300億円

営業利益420億円

の前倒し達成を

見込む

当初目標当初目標
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既存事業の強化・新たな収益源創出のための投資を計画的に実行し、

売り上げ拡大と収益力強化を推し進め、安定的持続的な利益成長を実現します。

23/3期～25/3期 3年間 営業キャッシュフロー

当初予想 約1,200億円

成長投資

経営基盤
強化

更新投資

株主還元

成長・
収益力・
効率化投資

増配

・部門を超えた新機軸商品の開発・育成

・カテゴリーNo.1戦略推進投資

・海外の需要増に対応した設備投資

・次世代型社会課題解決商品への開発

・毎年100億円程度の更新投資は

成長投資と別枠として計画的に実行

・安定配当を堅持。業績成長により、

1株当たり配当の継続的な増額を目指す

・環境対応投資

・デジタル化対応投資

成長投資

経営基盤
強化

更新投資

株主還元

約500億円～

約300億円

約300億円～

約500億円～

約100億円

約300億円

約300億円～

約100億円
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１株当たり配当金推移

（単位:円）



COPYRIGHT TOYO SUISAN KAISHA,LTD.,ALL RIGHTS RESERVED.

20

「笑顔」と「健康」を
お届けできる
会社をめざして

お客様に
笑顔

新たなる食文化の
創造と育成

社会に笑顔
循環型社会への貢献

地球に笑顔
環境対応の推進

次世代に笑顔
次世代との融合

社員に笑顔
健康経営のさらなる推進

「笑顔」と「健康」をお届けできる会社をめざして



国内即席麺・低温食品事業

03 1
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売上高

⚫ カップ麺は、「赤いきつね・緑のたぬき」、「麺づくり」、「ごつ盛り」中心に、増収

⚫ 袋麺は、「マルちゃん正麺」、新ブランド「マルちゃんZUBAAAN！」の定着により、増収

⚫ 価格改定後の数量減も、販促強化により需要期である第3四半期以降、徐々に回復傾向

営業利益

⚫ 原材料は、小麦粉、包材、具材、副原料等、ほぼ全ての原料が高騰し、減益

⚫ 製造経費は、電力、水道、ガス等の動力費が増加し、減益

⚫ 販管費は、プロモーション強化と物流費の上昇により、減益

（単位：億円） 22/3期 23/3期 前期差

売上高 955 976 +21

袋麺 153 161 +8

カップ麺 802 815 +13

営業利益 108 67 △41

営業利益増減要因（単位：億円）

国内即席麺事業 2023年3月期の概況

（単価効果と販売数量は、売上高による影響の内訳を示します）

108

67

80

△21
59

△67

△11

△22

22/3期

単価効果

販売数量

売上高

原材料

製造経費

販管費

23/3期
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売上高

⚫ ６月から価格改定。新価格浸透に努めるとともに、主力NB商品の更なる拡売

⚫ 「赤いきつね」発売45周年企画、幅広い価格帯の商品投入により、カップ麺の強化

⚫ 「マルちゃんZUBAAAN!」で新フレーバーを発売し、育成と定着を図る

営業利益

⚫ 原材料は、小麦粉、包装資材等の価格高騰が継続する見通しで、減益を予想

⚫ 製造経費は、上期中心に、動力費、減価償却費の増加により、減益を予想

⚫ 販管費は、プロモーション費用の平準化も、物流費の上昇により、減益を予想

（単位：億円） 23/3期 24/3期 前期差

売上高 976 1,000 ＋24

袋麺 161 165 +4

カップ麺 815 835 +20

営業利益 67 80 +13

国内即席麺事業 2024年3月期予想の概況

（単価効果と販売数量は、売上高による影響の内訳を示します）

営業利益増減要因（単位：億円）

67

80

82

△18

64

△43
△4

△4

23/3期

単価効果

販売数量

売上高

原材料

製造経費

販管費

24/3期
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（単位：億円） 22/3期 23/3期 前期差

売上高 513 528 +15

営業利益 64 51 △13

売上高

営業利益

⚫ 原材料は、小麦粉等主原料に加え、包材、調味料、仕入れコスト増加により、減益

⚫ 製造経費は、動力費、減価償却費等により、減益

⚫ 販管費は、物流費の上昇が継続したことにより、減益

営業利益増減要因（単位：億円）

低温食品事業 2023年3月期の概況

（単価効果と販売数量は、売上高による影響の内訳を示します）

⚫ 主力の生麺を2022年４月から価格改定。「マルちゃん焼そば3人前」中心に拡売

⚫ 2食焼そば「至福の食卓シリーズ」、2食ラーメンシリーズなど好調に推移

⚫ 冷凍食品は、主力の冷凍麺中心に業務用需要の回復もあり増収に寄与

64

51

34

△6

28
△30

△5
△6

22/3期

単価効果

販売数量

売上高

原材料

製造経費

販管費

23/3期
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（単位：億円） 23/3期 24/3期 前期差

売上高 528 547 ＋19

営業利益 51 65 +14

売上高

営業利益

⚫ 原材料は、小麦粉、包材、調味料等の価格高騰が継続する見通しで、減益を予想

⚫ 製造経費は、上期中心に、動力費増加の影響等により、減益を予想

⚫ 販管費は、物流費上昇の影響が継続する見通しで、減益を予想

低温食品事業 2024年3月期予想の概況

（単価効果と販売数量は、売上高による影響の内訳を示します）

営業利益増減要因（単位：億円）

⚫ 主力生麺を４月から価格改定。「マルちゃん焼そば3人前」の商品展開により底上げ

⚫ 2食焼そば、2食ラーメン、「パリパリ無限」シリーズなどの販売強化

⚫ 冷凍食品は、業務用需要の増加の取り込み、市販ルートの商品展開も強化

51

65

51

△11

40
△21

△2
△3

23/3期

単価効果

販売数量

売上高

原材料

製造経費

販管費

24/3期
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26国内事業のこれからのテーマ

■ 現３ヵ年計画の実行、持続的成長に向けた基盤強化にむけた、

主力NB商品を重視したマーケティング戦略の遂行

■ 70周年をスタートとした、

持てる資産を活かしたシナジーの創出、

持続的成長に向けた投資の継続

主力NB商品強化 シナジーの創出 投資の継続

http://www.maruchan.co.jp/products/search/985.html
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27即席麺 主力NB商品の展開強化

「赤いきつね」は発売45周年をむかえます

「赤いきつね」をはじめとした和風カップ麺を、

これからも選び続けていただくために、

商品企画とプロモーションを強化。

価格改定後も販売数量拡大に向けて継続して展開します。

全国味くらべ
北海道・東・西・関西

消費者キャンペーン、

企画品の発売などを展開中です。

45周年記念の企画商品を順次投入して参ります。



COPYRIGHT TOYO SUISAN KAISHA,LTD.,ALL RIGHTS RESERVED.

2870周年をスタートとした取り組み

即席麺・生麺・冷凍麺で展開している「焼そば」を、商品・企画でシナジーを発揮する取り組

みをスタート。商品ラインナップの強みを活かした「焼そば」の活性化を図ります。

3温度帯横断の取り組み（ドライ・チルド・冷凍）

「焼そば」と言えばマルちゃん その実現に向けて

温度帯横断で「焼そば」の

商品・企画の展開

焼そばカテゴリーの

強化を目指します。

生麺

即席麺

生麺 冷凍麺

シナジー創出

即席麺 冷凍麺



COPYRIGHT TOYO SUISAN KAISHA,LTD.,ALL RIGHTS RESERVED.

29

社会課題解決に向けて、需要が高まる冷凍食品市場に事業横断で対応

70周年をスタートとした取り組み

魚総菜冷食 冷凍焼そば

※富士経済「2023年食品マーケティング便覧」より冷凍調理済み食品カテゴリーの各品目、米飯類/めん類カテゴリーの冷凍品目、
冷凍ピザ、冷凍野菜、冷凍果実（市販用）を合算

101 

104 

103 

105 

108 

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年見込

97

99

101

103

105

107

109

冷凍食品市場※（単位：％）

市場の販売額伸長率（2017年を100として）

●宮城東洋 ●焼津工場

3300

3500

3700

2015年2020年2025年2030年

18,000

19,000

20,000

2015年 2020年 2025年 2030年

単身世帯数の増加高齢者の増加
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拡大する市場に対応するため

「八戸東洋」の設備増強

70周年をスタートとした取り組み

101 102 

113 

124 127 114 
121 

133 

147 147 

30

50

70

90

110

130

150

170

60

90

120

150

19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期

市場 東洋水産

フリーズドライスープ市場※（単位：％）

市場と当社の食数伸長率（2018/3期を100として）

※味噌汁は含まず インテージSRI+ スープ市場 フリーズドライ 全国全業態 2017年4月～2023年3月 推計販売規模（食数）

■新工場について

場所：「八戸東洋」（青森県）

投資：約100億円

稼働：2025年春予定

効果：供給能力向上（約1.4倍）

外部委託費用の削減

ライン増設

http://www.maruchan.co.jp/products/search/985.html
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31

これからも変わらず、おいしさを追求してまいります

新たなる食文化・食生活の創造



海外即席麺事業

03 2
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（単位：億円） 22/3期 23/3期 前期差

売上高 1,142 1,784 ＋642

(百万ドル) 933 1,336 ＋403

営業利益 101 261 +160

(百万ドル) 82 196 +114

売上高

⚫ 米国・メキシコにおいて、4月・10月に価格改定を実施。新価格浸透後も数量2桁増

⚫ 主力カップ麺、袋麺が好調に推移、ヤキソバ、ボウルシリーズが２桁増

⚫ 高単価袋麺ゴールドの伸長や、メキシコでの袋麺需要の拡大もあり増収に貢献

営業利益

⚫ 原材料は、小麦粉を中心に、パーム油、包材、具材など主原材料価格が高騰し、減益

⚫ 製造経費は、販売数量増による人件費増、減価償却費増、動力費上昇もあり、減益

⚫ 販管費は、配送効率化による物流費減も、マーケティング費用の増加により、減益

196

82

△1

△56

△149

320

23/3期

販管費

製造経費

原材料

売上高

22/3期

営業利益増減要因（単位：百万ドル）

海外即席麺事業 2023年3月期の概況
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250

196

△16

△38

5

103

24/3期

販管費

製造経費

原材料

売上高

23/3期

（単位：億円） 23/3期 24/3期 前期差

売上高 1,784 1,995 ＋211

(百万ドル) 1,336 1,500 ＋164

営業利益 261 332 +71

(百万ドル) 196 250 +54

売上高

⚫ 米国は、チャネル別、世代別の戦略強化。マーケティング強化により底上げを図る

⚫ メキシコは、袋麺強化継続しカテゴリシェアNo1を維持。紙カップ商品も展開

⚫ 中南米は、ブラジル中心に、各国別の活動推進

営業利益

⚫ 原材料は、小麦粉、パーム油、包材、具材など主原料価格高騰がピークアウトし、増益

⚫ 製造経費は、数量増による人件費の増加により、減益

⚫ 販管費は、拡売のためのマーケティング費用増により、減益

海外即席麺事業 2024年3月期予想の概況

営業利益増減要因（単位：百万ドル）
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35即席麺市場データ

米国、メキシコ共に強い需要が継続している
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2019/4/21～ 5/19～ 6/16～ 7/14～ 8/11～ 9/8～ 10/6～ 11/3～ 12/1～ 12/29～ 2020/1/26～ 2/23～ 3/22～

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

メキシコカップ麺市場 金額推移（2019年4月を100とした場合） NIELSENデータ

米国即席麺市場 金額推移（2019年4月を100とした場合） IRI MULO 4週データ

※4週ごとのため1年で13期間
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100％100

110

120

130

（単位：％）

製造数 伸長率推移（2018年1Qを100とした場合）

テキサス工場
ライン増設

テキサス工場
ライン増設

生産体制について

129
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-4%

-2%
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4%

6%

8%

10%

12%

14%

主原材料価格と米国生産者物価指数の推移

主原材料価格推移（2018年1月を100とした場合）

（単位：％）

米国生産者物価指数推移（前年同月比）

（単位：％）
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38持続的な成長①（展開エリア別の取り組み）

米国

人口3.3億人
即席麺需要 49.8億食
1人あたり消費 15食/年

メキシコ

人口 1.3億人
即席麺需要 13.6億食
1人あたり消費 10食/年

出典：U.S. Census Bureau（推計）

2000 2010 2015 2020 2030 2060

0.6億人

1.3億人

………

米国におけるメインの顧客である

ヒスパニック人口は2060年にかけて倍増予測。

他の食品と比較した価格競争力とストック需要から

海外即席麺事業の安定成長が見込まれる。

3.3億人 米国総人口 4.2億人

ヒスパニック
構成比

19％ 31％

2020 2060

日本

人口1.3億人
即席麺需要 58.5億食
1人あたり消費 45食/年

南米※

人口 3.2億人
即席麺需要 30.9億食
1人あたり消費 9.7食/年

※ブラジル・コロンビア・チリ・ペルー
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米国 メキシコ

⚫ SNS、ホームページ刷新による、

ミレニアル世代、Z世代へのブランド訴求

⚫ 高価格帯消費

Yakisoba、Bowl、GOLDの拡売

⚫ 新たな顧客層の開拓

▼メキシコ袋麺試食車デザイン

持続的な成長②（顧客層の開拓）

■高価格帯商品 相対販売数量推移（16/3期を100として）

16/3期 18/3期 20/3期 22/3期 23/3期 24/3期

120％ 136％ 124％
157％

200％～

⚫ カップ麺

大手量販店導入、コンビニエンスストア定番化

による拡売

⚫ 袋麺

カテゴリシェアNo.1を目指す

⚫ 環境対応の紙カップ製品

コンビニエンスストアで販売開始

▼紙カップ製品

イベントの様子・参加者行列 袋麺試食実施
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さらなる増産投資を継続し、需要増加対応力、物流効率化を継続

1977年 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年

■製造数（ケース）

海外即席麺事業の売上推移

持続的な成長③（生産体制強化）

1989年

バージニア工場

1994年

カリフォルニア

第２工場1977年

カリフォルニア

第１工場

2022年

テキサス工場

第6ライン稼働
2021年

テキサス工場

第5ライン稼働
2014年

テキサス工場

カリフォルニア工場拡大
バージニア工場カリフォルニア工場

テキサス工場

・2025年度までに

・生産能力 20％アップを目指す

・総工費 約200億円
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597 636 604
701 751 733 716 687 651 688

755
818 849

933

1,336 

1,500 

⚫ 販売 ：米国・メキシコでの即席麺総需要拡大、主要チャネルでのシェア回復。南米各国での展開強化

⚫ 顧客拡大：主力品のブランド強化。新カテゴリー発掘。環境、健康のトレンドを意識した商品の開発

⚫ 生産体制：既存４工場の生産性向上、カリフォルニア工場の拡張、ブラジル委託生産から次のステージ模索

営業利益率15％

1桁半ばの
数量増

＋単価アップ
施策

（単位：百万ドル）

10.4%

20.4%

14.9% 14.4%

18.6% 17.5%

14.1%

15.7% 16.1%

13.7%
11.4%

13.7%

17.1%

8.8%

14.7%
16.7%



参考資料

04



2023年3月期 連結業績
(貸借対照表、損益計算書、キャッシュ・フロー計算書）
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■2022年3月期との比較

（単位：億円）

総資産は497,083百万円で、前連結会計年度末に比べ42,412百万円（9.3％）増加しました。

2023年3月期 連結貸借対照表 主要項目の推移

流動資産 +217億円

現金及び預金 +111
原材料及び貯蔵品 +50

固定資産 +207億円

長期預金 +180

負債 +48億円

支払手形及び買掛金 +39

純資産 +376億円

利益剰余金 +239
為替換算調整勘定 +120

2,380 
1,907 

853 

3,433 
2,634 

1,913 875 

3,671 
2,851 

2,120 

923 

4,048 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

流動資産 固定資産 負債 純資産

21/3期

22/3期

23/3期
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（単位：百万円） 22/3期 23/3期 差異 主な内容

営業利益 29,737 40,330 10,593

営業外収益 2,469 4,002 1,533 今期：主に受取利息の増加

営業外費用 372 607 235

経常利益 31,834 43,724 11,890

特別利益

固定資産売却益 7 3 △ 4

補助金収入 405 246 △ 159
前期：特定求職者雇用開発助成金、企業立地促進費補助金ほか

今期：特定求職者雇用開発助成金、生産設備国庫補助金ほか

その他 17 18 1

特別利益合計 430 268 △ 162

特別損失

固定資産除売却損 259 233 △ 26

減損損失 64 118 54

固定資産撤去費用引当金繰入 61 -                   △ 61

災害による損失 250 83 △ 167
前期：福島県沖地震による災害損失

今期：福島県沖地震による災害損失

その他 42 10 △ 32

特別損失合計 678 445 △ 233

税金等調整前当期純利益 31,586 43,547 11,961

法人税等合計 8,571 10,053 1,482 前期：27.1％、今期：23.1％

当期純利益 23,015 33,494 10,479

非支配株主に帰属する当期純利益 600 368 △ 232

親会社株主に帰属する当期純利益 22,414 33,126 10,712

2023年3月期 特別損益等のポイント
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478
333 420

△ 500

△ 273 △ 252

△ 86 △ 96 △ 96

△ 600

△ 400

△ 200

0

200

400

600

21/3期 22/3期 23/3期

営業キャッシュ・フロー

投資キャッシュ・フロー

財務キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の期末残高は、前期末と比べ8,216百万円増加し、37,567百万円となりました。

2023年3月期 連結キャッシュ・フローの推移

■2022年3月期との比較

財務キャッシュ・フロー △0億円

短期借入金の返済による支出 △2  

営業キャッシュ・フロー +87億円

税金等調整前当期純利益の増加 +120

投資キャッシュ・フロー +21億円

有価証券の売却及び償還による収入 +50   

21/3期 22/3期 23/3期

設備投資 163億円 130億円 143億円

（設備投資＝有形・無形固定資産の取得による支出の合計）

（単位：億円）



2023年3月期 上期・下期

セグメント別

売上高・営業利益実績
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単位：億円 / 前期比：％

22/3期 23/3期

通期（実績） 上期（実績） 下期（実績） 通期（実績）

連結売上高 3,615 2,129 125％ 2,229 117% 4,358 121％

水産食品事業 250 143 118％ 142 110% 285 114%

海外即席麺事業 1,142 885 177％ 899 140% 1,784 156%

（百万ドル） 933 611 137％ 725 149% 1,336 143%

国内即席麺事業 955 432 101％ 544 104% 976 102%

袋 麺 153 74 112% 87 100% 161 105%

カップ麺 802 358 98% 457 104% 815 102%

低温食品事業 513 272 102％ 256 105% 528 103%

加工食品事業 195 96 104％ 107 105% 203 104%

冷蔵事業 221 116 103％ 113 103% 229 103%

その他（調整額含） 339 185 103％ 168 106% 353 104%

2023年3月期 連結売上高実績（前期比）



COPYRIGHT TOYO SUISAN KAISHA,LTD.,ALL RIGHTS RESERVED.

49

単位：億円 / 前期比：％

22/3期 23/3期

通期（実績） 上期（実績） 下期（実績） 通期（実績）

連結営業利益 297 190 128％ 213 143% 403 136%

水産食品事業 2 2 244% △2 ↓ 0 29%

海外即席麺事業 101 110 233% 151 284％ 261 260%

（百万ドル） 82 76 180% 120 300% 196 238%

国内即席麺事業 108 27 55% 40 67% 67 62%

低温食品事業 64 32 90% 19 66% 51 79%

加工食品事業 2 4 ↑ △3 ↓ 1 54%

冷蔵事業 23 12 94% 7 61% 19 79%

その他 8 8 109% △2 ↓ 6 85%

（調整額） △11 △5 ↓ 2 ↑ △3 ↑

2023年3月期 連結営業利益実績（前期比）
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2023年3月期

国内即席麺
（単位：億円）

低温食品
（単位：億円）

海外即席麺
（単位：百万ドル）

22/3 23/3 前期差 22/3 23/3 前期差 22/3 23/3 前期差

売上高 955 976 +21 513 528 +15 933 1,336 +403

営業利益 108 67 △41 64 51 △13 82 196 +114

利益増減要因

国内即席麺
（単位：億円）

低温食品
（単位：億円）

海外即席麺
（単位：百万ドル）

上期 下期 通期 上期 下期 通期 上期 下期 通期

売上高 +20 +39 +59 +12 +16 +28 +133 +187 +320

原材料 △25 △42 △67 △12 △18 △30 △68 △81 △149

製造経費 △4 △7 △11 △2 △3 △5 △25 △31 △56

販売費・一般管理費 △12 △10 △22 △2 △4 △6 △6 +5 △1

合 計 △21 △20 △41 △4 △9 △13 +34 +80 +114
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（百万円） １Q 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ １Q 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ

為替（ＵＳＤ） 110.61        111.95 115.01 122.41 136.64        144.81 132.71 133.54

売上高 83,640        86,858 97,599 93,398 103,127      109,813 112,373 110,473

売上総利益 21,688        21,195 26,295 21,340 27,133        25,430 29,450 26,029

営業利益 8,399          6,397 10,026 4,915 10,727          8,251 12,907 8,445

経常利益 8,996          6,721 10,669 5,448 11,330          9,048 13,579 9,767

税引前利益 9,101          6,613 10,586 5,286 11,236          9,009 13,565 9,737

親会社株主に帰属

する四半期(当期)純利益
6,440          4,535 7,378 4,061 8,649          6,621 10,098 7,758

（前期比）

売上高 97.7% 107.0% 109.0% 110.5% 123.3% 126.4% 115.1% 118.3%

営業利益 80.9% 82.5% 91.8% 66.4% 127.7% 129.0% 128.7% 171.8%

経常利益 81.3% 81.9% 93.3% 68.1% 125.9% 134.6% 127.3% 179.3%

親会社株主に帰属

する四半期(当期)純利益
76.7% 71.9% 92.3% 63.7% 134.3% 146.0% 136.9% 191.0%

（対売上高）

売上総利益 25.9% 24.4% 26.9% 22.8% 26.3% 23.2% 26.2% 23.6%

営業利益 10.0% 7.4% 10.3% 5.3% 10.4% 7.5% 11.5% 7.6%

経常利益 10.8% 7.7% 10.9% 5.8% 11.0% 8.2% 12.1% 8.8%

親会社株主に帰属

する四半期(当期)純利益
7.7% 5.2% 7.6% 4.3% 8.4% 6.0% 9.0% 7.0%

23/3期22/3期
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（百万円） １Ｑ ２Ｑ 3Ｑ 4Ｑ １Ｑ ２Ｑ 3Ｑ 4Ｑ

為替（ＵＳＤ） 110.61 111.95 115.01 122.41 136.64 144.81 132.71 133.54

売上高 83,640 86,858 97,599 93,398 103,127 109,813 112,373 110,473

水産食品事業 6,238 5,895 6,791 6,093 7,349 6,951 7,327 6,899

海外即席麺事業 24,159 25,899 29,529 34,648 41,555 46,971 40,385 49,463
　　　（百万ドル） 218 229 245 241 304 307 360 365

国内即席麺事業 21,135 21,864 29,981 22,548 21,655 21,556 31,429 22,995

低温食品事業 13,260 13,523 12,071 12,457 13,452 13,738 12,736 12,911

加工食品事業 4,421 4,794 5,186 5,093 4,394 5,179 5,641 5,114

冷蔵事業 5,490 5,760 5,705 5,187 5,750 5,882 5,954 5,302

その他事業 8,934 9,123 8,335 7,373 8,968 9,537 8,900 7,791

営業利益 8,399 6,397 10,026 4,915 10,727 8,251 12,907 8,445

水産食品事業 132 -32 194 -133 118 128 -97 -103

海外即席麺事業 2,912 1,801 3,110 2,234 6,386 4,568 7,056 8,103
　　　（百万ドル） 26 16 26 14 47 29 60 60

国内即席麺事業 2,665 2,150 4,565 1,469 1,273 1,396 3,880 159

低温食品事業 1,843 1,719 1,495 1,315 1,847 1,346 1,014 853

加工食品事業 -67 -1 154 144 228 126 60 -290

冷蔵事業 694 585 681 382 689 515 558 89

その他事業 384 359 208 -185 351 455 143 -297

調整額 -165 -184 -383 -311 -167 -284 293 -67

営業利益率 10.0% 7.4% 10.3% 5.3% 10.4% 7.5% 11.5% 7.6%

水産食品事業 2.1% -0.5% 2.9% -2.2% 1.6% 1.8% -1.3% -1.5%

海外即席麺事業 12.1% 7.0% 10.5% 6.4% 15.4% 9.7% 17.5% 16.4%

国内即席麺事業 12.6% 9.8% 15.2% 6.5% 5.9% 6.5% 12.3% 0.7%

低温食品事業 13.9% 12.7% 12.4% 10.6% 13.7% 9.8% 8.0% 6.6%

加工食品事業 -1.5% 0.0% 3.0% 2.8% 5.2% 2.4% 1.1% -5.7%

冷蔵事業 12.6% 10.2% 11.9% 7.4% 12.0% 8.8% 9.4% 1.7%

その他事業 4.3% 3.9% 2.5% -2.5% 3.9% 4.8% 1.6% -3.8%

23/3期22/3期



2024年3月期 上期・下期

セグメント別

売上高・営業利益予想
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単位：億円 / 前期比：％

23/3期 24/3期（予想）

通期（実績） 上期（予想） 下期（予想） 通期（予想）

連結売上高 4,358 2,260 106％ 2,400 108％ 4,660 107％

水産食品事業 285 150 105％ 148 104％ 298 104％

海外即席麺事業 1,784 984 111％ 1,011 113％ 1,995 112％

（百万ドル） 1,336 740 121％ 760 105％ 1,500 112％

国内即席麺事業 976 430 100％ 570 105％ 1,000 102％

袋 麺 161 70 95％ 95 109％ 165 102％

カップ麺 815 360 101％ 475 104％ 835 102％

低温食品事業 528 283 104％ 264 103％ 547 104％

加工食品事業 203 102 107％ 117 109％ 219 108％

冷蔵事業 229 121 104％ 117 104％ 238 104％

その他（調整額含） 353 190 103％ 173 104％ 363 103％

2024年3月期 連結売上高予想（前期比）
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単位：億円 / 前期比：％

23/3期 24/3期（予想）

通期（実績） 上期 (予想） 下期（予想） 通期（予想）

連結営業利益 403 245 129％ 255 119％ 500 124％

水産食品事業 0 1 41％ 1 ↑ 2 ↑

海外即席麺事業 261 169 154％ 163 108％ 332 127％

（百万ドル） 196 127 167％ 123 103％ 250 128％

国内即席麺事業 67 27 101％ 53 131％ 80 119％

低温食品事業 51 35 110％ 30 161％ 65 128％

加工食品事業 1 1 28％ 2 ↑ 3 242％

冷蔵事業 19 10 83％ 8 124％ 18 97％

その他 7 6 74％ 0 ↑ 6 92％

（調整額） △3 △4 ↑ △2 ↓ △6 ↓

2024年3月期 連結営業利益予想（前期比）
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2024年3月期

国内即席麺
（単位：億円）

低温食品
（単位：億円）

海外即席麺
（単位：百万ドル）

23/3 24/3 前期差 23/3 24/3 前期差 23/3 24/3 前期差

売上高 976 1,000 +24 528 547 +19 1,336 1,500 +164

営業利益 67 80 +13 51 65 +14 196 250 +54

利益増減要因

国内即席麺
（単位：億円）

低温食品
（単位：億円）

海外即席麺
（単位：百万ドル）

上期 下期 通期 上期 下期 通期 上期 下期 通期

売上高 +22 +42 +64 +19 +21 +40 +96 +7 +103

原材料 △20 △23 △43 △12 △9 △21 △15 +20 +5

製造経費 △3 △1 △4 △2 0 △2 △24 △14 △38

販売費・一般管理費 +1 △5 △4 △2 △1 △3 △6 △10 △16

合 計 0 +13 +13 +3 +11 +14 +51 +3 +54

2024年3月期 事業別利益増減要因予想



2023～25年3月期

3ヵ年中期経営計画の取り組み



COPYRIGHT TOYO SUISAN KAISHA,LTD.,ALL RIGHTS RESERVED.

58

（単位：億円）

売上高 営業利益

24/3期
予想

25/3期
計画

3ヵ年
計画差

24/3期
予想

25/3期
計画

3ヵ年
計画差

合計 4,660 4,300 +360 500 420 +80

水産食品事業 298 292 +6 2 4 △2

海外即席麺事業 1,995 1,590 +405 332 220 +112

（百万ドル） 1,500 1,303 +197 250 180 +70

国内即席麺事業 1,000 1,048 △48 80 110 △30

低温食品事業 547 560 △13 65 61 +4

加工食品事業 219 220 △1 3 5 △2

冷蔵事業 238 230 +8 18 21 △3

その他 363 360 +3 6 8 △2

（調整額） － － － △6 △9 +3

3ヵ年計画セグメント別目標
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中期目標

83 79 

111 

133 

108

67

80

110

126 
117 

146 

165 

138 

97 

60

100

140

180

営業利益 EBITDA

958 955 
976 

1,000 

1,048 

800

950

1100

新基準データなし

売上高の推移（単位：億円）

● 既存主力商品のさらなる強化

・発売45周年を迎える「赤いきつね」をはじめと

した和風カップ麺の 企画・プロモーション強化

・「麺づくり」ブランドの新たな商品企画展開。

・「マルちゃんZUBAAAN!」と「MARUCHAN

QTTA」の育成と成長

●「心とからだにやさしい商品」への取り組み

●「焼そば」はマルちゃん への取り組み

3ヵ年計画の取り組み

国内即席麺事業

（単位：億円）
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中期目標

53 

45 

56 

68 
64 

51

65
61

65 

56 

66 

77 
73 

61 

40

55

70

85

営業利益 EBITDA

527
513

528
547

560

400

500

600

新基準データなし

売上高の推移（単位：億円）

低温食品事業

（単位：億円）

● 既存主力商品のさらなる成長

● 価値訴求型商品の育成

● 簡便商品・健康訴求商品の強化

● 冷凍麺・冷凍食品の市場拡大への対応

3ヵ年計画の取り組み
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中期目標

1 

-10 
-13 

-7 

2 1 3 5 

6 5 7 
13 

20 
17 

-30

-15

0

15

30

営業利益 EBITDA

186 195
203

219 220

50

150

250

新基準データなし

売上高の推移

加工食品事業

（単位：億円）

（単位：億円）

● 備蓄需要など商品特性を最大限に活かした、

商品企画・販売施策の実行による売上の拡大

● たんぱく質強化など、健康カテゴリーの強化

● タイムパフォーマンスに優れた「時短・簡便」

商品への取り組み強化

● 原料価格上昇への対応や、生産の効率化等、

収益基盤の安定化に向けた取り組みの推進

3ヵ年計画の取り組み
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中期目標

249 250 

285 298 292 

100

200

300

新基準データなし

売上高の推移（単位：億円）

3 
2 

-7 

0 

2 
0 

2 
4 

5 4 

-4 

4 
5 

3 

-10

-5

0

5

10

営業利益 EBITDA

水産食品事業

（単位：億円）
3ヵ年計画の取り組み

● 簡便・個食・健康等の価値を付与した商品の

強化による、魚離れの原因解消

● 原材料調達の強化、及び国内、海外工場の

供給力向上と競争力の高い商品を提供する

仕組みの構築

● 仕入、製造・加工、物流、販売の見直しによる

資産（在庫）の効率化
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中期目標
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営業利益 EBITDA

冷蔵事業

新基準データなし

売上高の推移（単位：億円）

（単位：億円）
3ヵ年計画の取り組み

● 食品を中心とした取扱いの拡大と共に食品以外

の取扱い拡大にも挑戦

● 働きやすい、利用しやすい冷蔵倉庫の環境整備

を目指し効率化や省力化への取り組みを推進

● 持続可能な事業として環境負荷低減となる

フロン冷媒設備の更新に関する取り組む
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中期目標
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営業利益 EBITDA
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海外即席麺事業

売上高の推移（単位：百万ドル）

（単位：百万ドル）

3ヵ年計画の取り組み

● 世代別、エリア別に、消費者・小売・競合の

状況を踏まえた拡売によるシェア取り戻し

● 高価格帯商品 Yakisoba、Bowl、GOLD等の

拡売による新たな顧客層の開拓

● メキシコにおける環境対応として紙カップ製品

の拡売をすすめる



当資料取扱い上のご注意

当資料に掲載されている計画、見通しなどのうち、過去の事実以外は将来に関する見通しで

あり、不確定な要因を含んでおります。

実際の業績は、様々な要因によりこれら見通しとは異なる結果となる場合があることを

ご承知おきください。

内容の正確さについては細心の注意を払っておりますが、掲載された情報の誤りによって

生じた損害等に関しては、当社は一切責任を負うものではありませんのでご承知おきください。

当資料は投資勧誘を目的としたものではありません。投資に関する決定は利用者ご自身の

ご判断において行われるようお願いいたします。


